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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 24,123 △7.9 △341 ― 439 8.6 212 ―
23年3月期第3四半期 26,185 △5.4 △739 ― 405 ― △84 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △662百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 △1,054百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 6.51 ―
23年3月期第3四半期 △2.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 31,000 16,188 49.4
23年3月期 34,363 17,318 47.9
（参考） 自己資本  24年3月期第3四半期  15,315百万円 23年3月期  16,443百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00
24年3月期 ― 7.00 ―
24年3月期（予想） 0.00 7.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 △7.2 0 ― 700 △59.5 △3,300 ― △101.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料3ページ「サマリー情報（その他）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づい
ており、実際の業績等は様々な要因によって異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 32,789,400 株 23年3月期 32,789,400 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 159,158 株 23年3月期 159,086 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 32,630,242 株 23年3月期3Q 32,630,584 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期におけるわが国経済は、海外経済の減速や円高に加えタイの洪水の影響もあって、持ち直しの動き

が一服しております。国内需要をみると東日本大震災、福島第一原子力発電所の事故からの回復も徐々に進み、設

備投資は被災した設備の修復もあって緩やかな増加基調にあるほか、個人消費は底堅く、公共投資も下げ止まって

おります。一方、海外経済の減速や円高の影響で生産や輸出が伸び悩んでおり、全体としては景気回復の動きが鈍

化しております。 

 情報サービス業界におきましては、震災および円高等の影響による売上の減少傾向に歯止めがかかりつつあるも

のの、業界全体としては依然厳しい環境が続いております。売上高を業務種類別にみると、計算事務等情報処理、

システム等管理運営受託、データベースサービスの減少が継続しているものの、主力の受託ソフトウェア、システ

ムインテグレーション・ソフトウェアプロダクツ等が増加し、全体では微増ながらようやく増加に転じました。し

かしながら、ＩＴアウトソーシングのマーケット縮小や企業のソフトウェア開発案件に対する慎重姿勢の継続等の

厳しい状況が続く中、本格的な回復は来期後半と見込まれております。 

 証券業界におきましても、引き続き国内株式市場の取引が低調に推移するとともに、発行会社のグループ経営化

や非公開化により上場会社が減少するなど、証券流通・発行市場の厳しい業況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループでは、今後一層の飛躍を期するため、昨年４月にはコンサルティングからＢ

ＰＯ業務までを含めた総合的情報サービス事業を日本電子計算株式会社に統合いたしました。これにより、ビジネ

ス・イノベーション・サービス（ＢＩＳ事業）の推進とクラウドサービスの拡大に取り組んだほか、お客様により

よいサービスを提供するため、品質の向上と生産性向上に努めてまいりました。 

 これらの結果、当第３四半期の売上高は24,123百万円（前年同期比7.9％減）となり、利益面では営業損失341百

万円（前年同期は営業損失739百万円）、経常利益439百万円（前年同期比8.6％増）、四半期純利益212百万円（前

年同期は四半期純損失84百万円）となりました。 

 今後は、本日別途公表いたしました「株式会社エヌ・ティ・ティ・データによる当社株券に対する公開買付に関

する賛同意見表明のお知らせ」、「子会社及び持分法適用関連会社の異動（株式譲渡）、当社子会社における事業

再構築並びに業績予想の修正に関するお知らせ」等の実現を通して、情報サービス事業への経営資源の集中と共

に、株式会社エヌ・ティ・ティ・データグループの一員として、シナジー効果を最大限に発揮して、事業拡大に努

めてまいります。  

  

 各セグメント別の売上高は次のとおりであります。なお、当社グループは、第１四半期より報告セグメントの変

更を行っており、前年同期比較にあたっては、前年同期の数値を変更後の報告セグメントに組み替えて行っており

ます。  

  

 情報サービス事業では、企業の一部にＩＴ投資意欲持直しの動きは窺えるものの、本格的な回復には至っておら

ず、売上の減少に歯止めがかかってきてはいるものの、前年比では減少となりました。情報・サービスは、その主

力の証券分野で世界的な経済の減速と円高の進行による投資意欲の減少により、証券の取引量の減少は著しく、

11,044百万円（前年同期比4.3％減）となりました。また、ソフトウェア開発は公共分野での市町村への共同利用

やクラウド型ビジネスへの転換を進めましたが、ＩＴ投資の回復の遅れにより、9,502百万円（同5.5％減）、シス

テム販売は、付加価値の高い製品への選別受注を継続した結果、1,102百万円（同34.6％減）となりました。 

 金融商品取引関連事業では、主力の証券代行業務や口座管理機関業務は堅調に推移したものの、証券市場におけ

る取引量の減少による売上減により、2,474百万円（同14.9％減）となりました。  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期末における総資産は31,000百万円となり、前連結会計年度末と比較して3,363百万円減少いたしま

した。資産の部では、流動資産は14,072百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,527百万円減少いたしまし

た。これは主に受取手形及び売掛金1,587百万円の減少等であります。 

 また、固定資産は16,927百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,836百万円減少いたしました。これは主

に投資有価証券1,174百万円の減少であります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

セグメント サービス区分 売 上 高 

 情報サービス事業 

 情報・サービス 11,044百万円 

 ソフトウェア開発 9,502百万円 

 システム販売 1,102百万円 

 金融商品取引関連事業  金融商品取引関連 2,474百万円 

  合  計 24,123百万円 

㈱ＪＢＩＳホールディングス（3820）平成24年３月期　第３四半期決算短信

2



 負債の部では、流動負債は8,881百万円となり、前連結会計年度末と比較して251百万円減少いたしました。これ

は主に賞与引当金414百万円の減少等であります。 

 また、固定負債は5,930百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,982百万円減少いたしました。これは主に

長期借入金1,100百万円の減少等であります。  

 純資産の部では、配当による資本剰余金の減少により純資産合計は16,188百万円となり、前連結会計年度末と比

較して1,129百万円減少いたしました。 

 この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の47.9%から49.4%となり1.5ポイント改善いたしました。 

     

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における業績の進捗状況や、市場動向等を踏まえ業績予想の見直しを行った結果、平

成24年３月期の通期業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日開示の「子会社及び持分法適用関連

会社の異動（株式譲渡）、当社子会社における事業再構築並びに業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。 

 （注）業績予想につきましては、発表日現在入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであります。 

    また、実際の業績は、さまざまな要因により本業績とは異なる結果となり得ることがあります。   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算   

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,357 3,187

受取手形及び売掛金 8,343 6,755

有価証券 50 50

たな卸資産 596 1,507

繰延税金資産 554 598

その他 1,708 1,980

貸倒引当金 △11 △9

流動資産合計 15,599 14,072

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,810 1,762

機械装置及び運搬具（純額） 2 1

工具、器具及び備品（純額） 370 387

土地 373 359

リース資産（純額） 897 851

建設仮勘定 35 －

有形固定資産合計 3,490 3,363

無形固定資産   

ソフトウエア 3,452 3,230

ソフトウエア仮勘定 400 139

その他 84 82

無形固定資産合計 3,937 3,451

投資その他の資産   

投資有価証券 8,184 7,009

差入保証金 2,038 2,007

繰延税金資産 873 875

その他 331 301

貸倒引当金 △92 △81

投資その他の資産合計 11,335 10,112

固定資産合計 18,763 16,927

資産合計 34,363 31,000
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,310 1,914

短期借入金 2,199 3,009

未払法人税等 319 84

引当金 1,031 362

その他 3,270 3,509

流動負債合計 9,132 8,881

固定負債   

長期借入金 1,100 －

繰延税金負債 542 485

退職給付引当金 4,187 4,235

役員退職慰労引当金 283 229

負ののれん 701 17

その他 1,097 961

固定負債合計 7,912 5,930

負債合計 17,045 14,811

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,000 3,000

資本剰余金 12,213 10,763

利益剰余金 1,657 2,863

自己株式 △112 △112

株主資本合計 16,758 16,514

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △314 △1,198

その他の包括利益累計額合計 △314 △1,198

少数株主持分 874 873

純資産合計 17,318 16,188

負債純資産合計 34,363 31,000
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 26,185 24,123

売上原価 21,652 19,874

売上総利益 4,533 4,249

販売費及び一般管理費 5,272 4,591

営業損失（△） △739 △341

営業外収益   

受取利息 5 3

受取配当金 121 121

負ののれん償却額 1,033 684

その他 48 19

営業外収益合計 1,210 829

営業外費用   

支払利息 54 39

持分法による投資損失 2 6

その他 8 2

営業外費用合計 65 47

経常利益 405 439

特別利益   

投資有価証券売却益 － 4

負ののれん取崩益 9 －

金融商品取引責任準備金戻入 6 －

その他 0 －

特別利益合計 16 4

特別損失   

投資有価証券評価損 201 105

事務所移転費用 90 8

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 77 －

その他 103 49

特別損失合計 472 163

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△50 281

法人税等 26 60

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△76 221

少数株主利益 7 9

四半期純利益又は四半期純損失（△） △84 212
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 △76 221

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △978 △879

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △4

その他の包括利益合計 △977 △884

四半期包括利益 △1,054 △662

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,060 △671

少数株主に係る四半期包括利益 6 8
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  該当事項はありません。     

   

 該当事項はありません。    

   

 当社は、平成24年１月31日開催の取締役会において、当社の子会社である日本証券代行株式会社の発行済普通株

式の全て、及び当社の持分法適用関連会社である新潟証券株式会社の発行済普通株式の一部をそれぞれ譲渡するこ

とを決議いたしました。 

 これにより、日本証券代行株式会社は当社の連結子会社から除外され、新潟証券株式会社は当社の持分法適用関

連会社から除外されることとなりました。 

  

 日本証券代行株式会社  

  1．売却の理由 

   証券代行業務を中心とした金融商品取引業務を戦略的に成長させることを目的としているものであります。

  2．売却する相手会社の名称 

   住友信託銀行株式会社 

   日本証券金融株式会社  

  3．売却の時期 

   売却決議取締役会 平成24年１月31日 

   譲渡契約締結日  平成24年１月31日 

   株式譲渡日    平成24年４月２日（予定） 

  4．当該会社の名称、事業内容及び当社との取引内容 

  （1）当該会社の名称  日本証券代行株式会社    

  （2）事業内容     証券代行業務、証券事務管理業務、金融商品取引業務 

  （3）当社との取引内容 同社は、当社より有価証券に係る事務等の受託をしております。  

  5．売却する株式の数、売却価額及び売却後の持分比率 

  （1）売却株式数   9,838,000株 

  （2）売却価額      1,200百万円 

  （3）売却後の持分比率     0％ 

  6．その他重要な特約等がある場合にはその内容  

   該当事項はありません。 

  

 新潟証券株式会社  

  1．売却の理由 

   金融商品取引業務を営む子会社及び関連会社の位置づけを見直すことを目的としているものであります。 

  2．売却する相手会社の名称 

   株式会社富有社 

  3．売却の時期 

   売却決議取締役会 平成24年１月31日 

   譲渡契約締結日  平成24年１月31日 

   株式譲渡日    平成24年２月３日（予定） 

  4．当該会社の名称、事業内容及び当社との取引内容 

  （1）当該会社の名称  新潟証券株式会社    

  （2）事業内容      有価証券の売買、媒介、取次又は代理、有価証券の引受け、売出し、有価証券の募

集、売出しの取扱い  

  （3）当社との取引内容 取引関係はありません。 

  5．売却する株式の数、売却価額及び売却後の持分比率 

  （1）売却株式数    100,000株 

  （2）売却価額         55百万円 

  （3）売却後の持分比率  19.23％ 

  6．その他重要な特約等がある場合にはその内容  

   該当事項はありません。   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）重要な後発事象
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